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　市社会福祉協議会の介護支援専門員（ケアマネジャー）は、地域で生活しているご高齢者や、介
護されているご家族の介護に関する悩みや心配事の相談を受け、安心した生活が送れるように、
介護に関する悩みや心配事の相談を行っております。
　ご家庭にうかがい、いろいろな保健・福祉サービスの紹介や、申請の手続きのお手伝いをした
り、より良い生活ができるように、介護の方法などの紹介あるいは、介護用ベッドなどの福祉用
具の相談も行っております。
　なお、会員の皆様へサービスの充実を図るため４月よりケアマネジャーを１名増員し、現在２
名の職員体制といたしました。

各種福祉用具を取り揃えています

周藤ケアマネジャー河窪ケアマネジャー

こんにちは社協のケアマネジャーです!!こんにちは社協のケアマネジャーです!!

各種福祉用具を取り揃えています

　ご本人とご家族の願いを大切に、
身近に頼れる介護の専門家として
地域の介護生活をサポートします。

介護でお困りの方は、お気軽にご相談下さい。



重

点

目

標
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境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
住
民
を
主

体
と
し
た
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
、
平
成
二
十
年
度
に
「
境

港
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま

し
た
。
平
成
二
十
一
年
度
は
地
域
福
祉
活
動
計

画
の
基
本
目
標
「
助
け
合
い
　
支
え
合
い
　
み

ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
す
ま
ち
」
を
合
言
葉
と
し

て
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
自
治
会
、
民
生
・

児
童
委
員
を
中
心
と
し
た
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
の
も
と
に
、
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
二
年
度
は
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

を
は
じ
め
、
地
域
住
民
や
行
政
、
福
祉
、
保
健
、

医
療
、
教
育
な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体
と
更
に

連
携
を
強
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
進
行
管
理

に
つ
き
ま
し
て
は
事
業
の
活
動
状
況
な
ど
総
合

的
に
点
検
及
び
評
価
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
取
り
組
み
状
況
の
評
価
を
も
と
に

事
業
の
充
実
と
見
直
し
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
以
前
よ
り
懸
案
で
し
た
財
政
改
革
に

つ
き
ま
し
て
は
昨
年
度
か
ら
本
格
的
に
取
り
組

み
、
将
来
の
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
に
財

政
運
営
方
針
を
定
め
、
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
や

対
応
に
努
め
ま
す
。

　
更
に
、
財
政
改
革
を
よ
り
推
進
し
、
住
民
の

求
め
る
事
業
の
堅
持
と
、
よ
り
効
果
の
高
い
事

業
運
営
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

基

本

方

針

一
．法
人
運
営

⑴
理
事
会
、
評
議
員
会
、
正
副
会
長
会
、
地
区

社
協
会
長
会
の
開
催

⑵
各
種
委
員
会
の
開
催

⑶
事
業
計
画
、
予
算
の
執
行
管
理

⑷
役
職
員
の
研
修

⑸
健
全
な
財
政
運
営

二
．地
域
福
祉
活
動
の
推
進

⑴
行
政
、
地
区
社
協
、
民
協
、
自
治
会
な
ど
と

の
連
携

実

施

事

業

⑵
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

●
意
見
箱
、
福
祉
モ
ニ
タ
ー
設
置
事
業

　
住
民
か
ら
直
接
評
価
を
受
け
、
市
・
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
等
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
公
民
館
、
市
役
所
等
に
意
見

箱
を
設
置
し
、ま
た
、福
祉
ニ
ー
ズ
等
把
握

の
た
め
、
福
祉
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

●
地
区
福
祉
座
談
会
の
開
催

　
各
地
区
に
お
け
る
様
々
な
福
祉
問
題
、

課
題
、
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め

の
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

⑶
児
童
、
母
子
・
父
子
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
等

へ
の
支
援

⑷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進

●
ボ
ラ
ン
ト
ピ
ア
推
進
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
活
動
保
険
の

一
部
助
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
ご
近
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

　
地
域
住
民
・
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と

協
働
し
て
、
お
手
伝
い
的
な
活
動
が
で
き

る
「
ご
近
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
設
置
・

推
進
の
検
討
を
し
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

　
サ
ロ
ン
を
始
め
る
た
め
の
調
査
研
究
を

行
う
と
と
も
に
、
実
施
に
向
け
た
検
討
を

行
い
ま
す
。

●
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催

●
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援

⑸
福
祉
文
化
祭
の
開
催

　
市
民
と
、
障
が
い
者
等
の
交
流
と
親
睦
を

深
め
る
た
め
に
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
、
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
、
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

⑹
ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
事
業

　
市
民
の
各
種
相
談
に
応
じ
る
と
共
に
、
必

要
に
応
じ
て
専
門
機
関
を
紹
介
、
又
は
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
弁
護
士
に
よ
る

法
律
相
談
や
司
法
書
士
、
民
生
委
員
に
よ
る

一
般
相
談
な
ど
の
相
談
員
を
配
置
し
、
市
民

相
談
に
応
じ
ま
す
。

⑺
福
祉
バ
ス
の
運
行

　
地
域
住
民
の
健
康
増
進
、
教
養
の
向
上
、

社
会
的
活
動
の
参
加
及
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
へ
の
便
宜
を
提
供
の
た
め
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

⑻
市
民
社
会
福
祉
大
会
の
開
催
と
顕
彰

⑼
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
実
施

⑽
災
害
罹
災
者
援
護
事
業

　
火
災
等
の
災
害
に
よ
り
罹
災
さ
れ
た
世
帯

に
、
見
舞
金
を
贈
り
ま
す
。

一
．関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化
及
び

　
地
域
福
祉
事
業
の
展
開

　
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
地
域
住
民

や
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
な
ど
が
自
主
的

に
地
域
活
動
に
参
画
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ

く
る
た
め
、
一
層
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
、
各
種
の
地
域
福
祉
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

二
．会
員
制
度
の
充
実
と
財
政
基
盤
の
確
立

　
社
協
事
業
の
情
報
公
開
や
広
く
広
報
公
聴
活

動
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、一
般
会
員
、賛
助

会
員
、
団
体
会
員
、
特
別
賛
助
会
員
の
社
協
事

業
に
賛
同
す
る
会
員
を
増
や
す
と
と
も
に
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
将
来
を
見
据
え
て
関
係
機
関

等
と
の
連
携
に
よ
り
財
政
計
画
に
基
づ
く
財
政

運
営
方
針
を
定
め
、
財
政
基
盤
を
確
立
し
ま
す
。

三
．新
た
な
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
事
業
の
充
実

　
地
域
住
民
や
地
域
が
抱
え
る
問
題
や
課
題
を

的
確
に
把
握
し
、
そ
れ
に
適
応
し
た
新
た
な
福

祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
既
存

事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

四
．地
域
福
祉
活
動
計
画
の
着
実
な
実
施
と

　
適
正
な
見
直
し

　
平
成
二
十
年
度
に
策
定
し
た
「
境
港
市
地
域

福
祉
活
動
計
画
」の
、よ
り
一
層
効
果
的
な
推
進

を
図
る
た
め
、着
実
な
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
実
施
事
業
の
検
証
と
今
後
に
向
け
て
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
同
計
画
が
目
指

す
役
割
を
よ
り
明
確
に
し
、
中
長
期
の
視
点
に

立
っ
た
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
理
事
会
並
び
に
評
議
員
会
を
開
催
し
、
今
年
度

の
事
業
計
画
と
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
基
本
計
画
、
重
点
目
標
お
よ
び
実
施
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
二
十
二
年
度

事
業
計
画
と
予
算
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⑶
福
祉
用
具
販
売
事
業

七
．障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

⑴
障
害
者
居
宅
介
護
支
援
事
業

八
．高
齢
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

 

（
市
委
託
）

餐
安
否
確
認
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

　
七
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
方
に
対
し
て
、
安
否
確
認
の
た
め

定
期
的
に
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
ま
す
。

九
．産
後
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

 

（
市
委
託
）

餐
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
（
市
委
託
）

　
出
産
後
の
母
の
家
事
手
伝
い
を
す
る
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
、
母
親
の
精
神
的
・
身
体
的

負
担
を
軽
減
し
、
産
後
の
生
活
支
援
を
行
い

ま
す
。

十
．諸
団
体
事
務
局

餐
諸
団
体
事
務
局
の
運
営
ほ
か

•
境
港
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

•
鳥
取
県
共
同
募
金
会
境
港
市
支
会

•
日
本
赤
十
字
社
鳥
取
県
支
部
境
港
市
地
区

•
境
港
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
受

託
協
議
会

餐
イ
ベ
ン
ト
用
機
器
貸
出
事
業

　
自
治
会
、
子
供
会
、
団
体
等
が
行
う
イ
ベ

ン
ト
に
綿
菓
子
製
造
機
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
製

造
機
な
ど
を
貸
出
し
ま
す
。

餐
会
員
弔
慰
金

　
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
に
、
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
じ
、
ご
香
典
を
贈
り
ま
す
。

⑸
高
齢
者
食
事
サ
ー
ビ
ス
助
成

　
月
に
一
回
程
度
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
対
し
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な

っ
て
配
食
を
行
い
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
ま
す
。

⑹
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
の
家
事
業
委
託

　
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
が
要
介

護
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
、
近
く
の
集
会
所

等
で
援
助
員
を
中
心
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
機
能
訓
練
、
趣
味
な
ど
の
生
き
が
い
活
動

で
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
、
在
宅
福
祉

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑺
敬
老
会
の
開
催

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
貢
献
さ
れ
て
き
た
高

齢
者
を
敬
い
長
寿
を
祝
う
た
め
、
敬
老
会
を

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
に
開
催
し
ま
す
。

四
．貸
付
金
事
業

餐
生
活
福
祉
資
金
、
社
会
福
祉
貸
付
金
の
貸
付

　
低
所
得
者
、
障
が
い
者
又
は
高
齢
者
に
対

し
、
資
金
の
貸
付
と
必
要
な
相
談
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
経
済
的
自
立
及
び
生

活
意
欲
の
助
長
促
進
な
ど
を
図
り
ま
す
。

五
．共
同
募
金
配
分
金
事
業

⑴
赤
い
羽
根
共
同
募
金

⑵
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

六
．介
護
保
険
事
業

⑴
居
宅
介
護
支
援
事
業

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
必
要
な
高
齢
者
、
障
が
い

者
の
方
へ
の
プ
ラ
ン
の
作
成
や
介
護
用
ベ
ッ

ド
、
車
椅
子
な
ど
の
貸
与
・
販
売
を
行
い
ま

す
。

⑵
福
祉
用
具
貸
与
事
業

助
券
を
出
し
ま
す
。

⒅
福
祉
学
習
の
実
施

　
将
来
の
福
祉
社
会
を
担
う
児
童
や
生
徒
を

対
象
に
、
体
験
型
福
祉
学
習
を
実
施
し
ま
す
。

●
福
祉
教
育
の
推
進

　
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
て
、
子
ど
も
や

地
域
住
民
の
福
祉
活
動
等
を
推
進
・
支
援

し
ま
す
。

⒆
法
人
後
見
の
調
査
研
究

　
後
見
人
の
な
い
人
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
法
人
と
し
て
後
見
人
に
な
る
制
度
の
調
査

研
究
を
し
ま
す
。

⒇
福
祉
団
体
の
育
成

　
市
内
の
福
祉
団
体
へ
の
活
動
助
成
を
し
ま

す
。

三
．地
区
社
協
活
動
の
支
援

⑴
会
費
助
成

⑵
寄
付
金
助
成

⑶
共
同
募
金
配
分

⑷
地
区
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

⑾
夢
み
な
と
子
ど
も
ま
つ
り
の
開
催

⑿
市
民
余
芸
大
会
の
共
催

⒀
安
心
箱
の
配
布

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
緊
急

時
の
備
え
と
し
て
の
連
絡
先
、
身
の
回
り
品

を
い
れ
て
お
く
安
心
箱
を
配
布
し
ま
す
。

⒁
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
修
会
の
開
催

　
日
頃
か
ら
地
域
で
高
齢
者
の
介
護
予
防
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
方
や
、
福
祉
や
介
護

の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
実
技

を
交
え
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

⒂
災
害
時
安
否
確
認
台
帳
の
整
備

⒃
就
学
前
児
童
施
設
図
書
設
置
事
業

　
幼
児
が
本
に
親
し
み
、
豊
か
な
人
間
性
を

育
ん
で
も
ら
う
た
め
、市
内
の
保
育
所（
園
）・

幼
稚
園
・
託
児
所
に
児
童
図
書
を
設
置
し
ま

す
。

⒄
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

へ
の
助
成

　
利
用
の
促
進
、
子
育
て
支
援
と
し
て
、
補

就学前児童施設図書の設置

高齢者ふれあいの家
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有
料
広
告

有
料
広
告

介護保険特別会計 （単位：千円）

収
入

介護保険等収入 ２０,８２６
繰 越 金 １,３２４
合 計 ２２,１５０

支
出

介護保険事業費 ２２,１５０
合 計 ２２,１５０

福祉レクリエーション研修会

境港市社会福祉協議会だより

発行頻度及び発行日 お申込み方法

広告掲載料金（1回あたりの掲載料金）

入稿までのスケジュール

今年度は11回（毎月5日）

　発行日の前月１日までに掲載希望及び大きさをご連絡く
ださい。原稿の締め切りは前月10日までとなります。

１ 枠 ＝１０,０００円（横18㎝ × 縦５㎝）
半 枠 ＝   ５,０００円（横   9㎝ × 縦５㎝）

※協賛いただきました広告掲載料は、発行経費の一部に充当させていただきます。

　広告の原稿を添えて、所定の申請書とともに郵送又は持
参してください。なお、公益法人の機関誌のため、掲載をお
断りしている内容（業種）もありますので、ご了承ください。

※その他、ご不明な点などがございましたら、ご遠慮なく
　下記へお問い合わせください。
市社会福祉協議会 担当：松本
ＴＥＬ０８５９-４５-６１１６ ＦＡＸ０８５９-４５-６１４６

　境港市社協だより「こだま」は、市報に折り込み市内全戸配布しているほか、公共施設などに計１２,０００部を
配布しており、市民に広く浸透している機関誌です。
　貴店・貴社の店名・会社名や商品等のＰＲに活用したいという方は、ぜひ、広告掲載にご協力いただき、お申込
みをお願いいたします。なお、「こだま」は市内全戸配布するため、ＰＲのエリアや対象が明確です。

「こだま」の 広告掲載にご協力をお願いします!広告掲載にご協力をお願いします!

一般会計
（単位：千円）

平成２２年度予算内訳
支出 支出総額 ６８，２５２ 収入 収入総額 ６８，２５２

共同募金配分金
4,775（7.0%）

会費
7,414
（10.9%）

諸収入 1,457（2.1%）

自立支援費
等収入

5,158（7.6%）

社会福祉
貸付金市借入金
1,200（1.7%）

社会福祉
貸付金償還金収入
300（0.4%）

基金取崩収入
8,800

（12.9%）

繰越金
4,355（6.4%）

市・県社協受託事業収入
 3,587（5.3%）

市・県社協補助金
19,761
（28.9%）

寄付金
11,445
（16.8%）

貸付金事業費
1,500（2.2%）

障害福祉サービス
（自立支援）
5,158（7.6%）

地区社協活動
推進費

9,633（14.1%）

ヘルパー
派遣事業

2,530（3.7%）

法人運営
事業費
14,327
（21.0%）

地域福祉
活動事業費
35,104
（51.4%）



会員の募集！
　社協の事業を支えているのは、皆様から納入いただいて
いる会費です。
　本年度も「助け合い 支え合い みんなが笑顔で暮らすま
ち」づくりに活かして参りますので、ご理解とご協力をお
願いいたします。
　なお、社協の目的に賛同いただけるみなさまへ賛助会員
加入のお願い（募集）を行っています。
　社協の事業にご理解いただき、賛助会員として社協を応
援いただける方々のご連絡をお待ちしています。

［社協会員の種類と金額］
■一般会員　市内各世帯
１世帯　年額 600円

■賛助会員　個人、団体、企業
１口　　年額 2,000円

■団体会員　社会福祉関係機関・団体、社会福祉法人
１口　　年額 3,000円

■特別賛助会員
　本会の賛助会員、団体会員であって本会の実施
する個別事業に協力するもの
１口 6,000円

境港市社会
福祉協議会

地域ボランティアのためのレクリエーション講座

みんなでレクリエーション

５月24日（月）  13:30～15:00と き
老人福祉センター（竹内町）ところ

※参加希望の方は、下記へお問い合わせください。

☎４５－６１１６市社会福祉協議会 担当：河窪

社協だより「こだま」5

（平成22年2月16日～平成22年4月15日）

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

心配ごと相談
（相 談 員）
（司法書士）

心配ごとや、日常生活上
のいろいろな問題

（毎週金曜日）
6月４日、11日、18日、25日

13:00

～

16:00

人 権 相 談
（人権擁護委員）

人権に関する相談
（毎月第２木曜日） 6月10日

行 政 相 談
（行政相談委員）

役所の仕事、手続き、サー
ビスなどに関する相談
（毎月第２火曜日）

6月8日

法 律 相 談
（弁 護 士） 法律に関する相談

（毎月第１・第３金曜日） 6月４日、18日
13:30

～

15:30

◎法律相談は予約制ですので 事前にお電話ください。

６月の相談日 相談無料相談無料

秘密厳守秘密厳守

◇心配なこと、困っていること、何でもOK!悩みごとのある人は一人で悩まず
　お気軽にご相談ください。

ふれあい総合相談センター

会場：境港市老人福祉センター（竹内町）です。

※なお、法律相談は初回の方を優先します。

要予約

☎４５‒６１１６

月 品　　　名 預託者

３ 車イス １台
外江町
足立　登

３
ギャッチベッド １台

テーブル １台
（匿 名）

４ 電動ベッド １台
竹内町
中谷繁子

（敬称略）■預託の部

地区 日 時 会 場

渡 6月  6日（日）
午後1時～ 小 学 校 講 堂

外江 6月13日（日）
午前10時～ 小 学 校 講 堂

中浜 6月13日（日）
午後1時30分～ 小 学 校 講 堂

境 6月20日（日）
午後1時～ 境港市民会館

上道 9月  5日（日）
午前10時～ 小 学 校 講 堂

余子 9月  5日（日）
午後1時30分～ ナマステホール

誠道 9月18日（土）
午後2時30分～ ナマステホール

　各地区社会福祉協議会を中心に、多数の地域の方々、ボラン
ティアの協力をいただき、今年度の敬老会を開催いたします。
　今年は、昭和１０年４月１日までに生まれた方を対象に、約
４，８００名（数えで７７歳以上）のみなさまにご案内します。
　各地区の開催日程等は次のとおりです。

各地区敬老会の日程が決まりました。各地区敬老会の日程が決まりました。

善 意 銀 行
業 務 報 告
善 意 銀 行
業 務 報 告
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一　般　寄　付 （平成22年 2 月16日～平成22年 4 月15日）

月　日 金　額 （円） 氏　　　　　名 摘　　　　　要

3.19 5,568 境高等学校ＪＲＣ 社会福祉事業へ

3.23 11,561 住友生命保険相互会社
　鳥取支社長　貞 永 　 智

〃

香典返しご寄付芳名録
（平成22年 2 月16日～平成22年 4 月15日）

ありがとうございました

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所
2.16
18
19
19
22
22
22
22
24
26
3. 1
1
1
2
8
8
8
8
9
10
10
10
11
16

30,000
30,000
30,000
30,000
100,000
30,000
30,000
50,000
50,000
20,000
30,000
30,000
30,000
30,000
50,000
30,000
20,000
50,000
20,000
30,000
50,000
30,000
30,000
20,000

門 脇 俊 行
永 井 正 明
大 上 ハ ナ
森 山 直 哉
都 田 　 一
藤 谷 義 宣
角　都美子
濵 田 と め
岩 﨑 健 人
永 見 時 善
安松ゆう子
松 本 正 典
荒 本 達 郎
足立百合江
柏 木 健 一
山下美代子
（匿　 名）
井 田 　 郷
由 永 忠 雄
景 　 弘 行
美 濃 久 美
谷 口 テ イ
木下千枝香
（匿　 名）

門 脇 千 春
永 井 和 夫
大 上 幸 夫
森 山 　 弘
都 田 佳 和
藤 谷 寿 栄
角 　 宗 隆
濵 田 維 章
岩 﨑 敏 夫
永 見 藤 枝
安 松 二 郎
松 本 　 徹
内 山 睦 子
足 立 　 高
柏 木 良 治
徳 尾 　 勝
（匿　 名）
井田誠一郎
由 永 幸 也
景 　 愛 子
美 濃 千 里
浜　嘉代子
木 下 秀 一
（匿　 名）

渡 町
三 軒 屋 町
清 水 町
麦 垣 町
中 野 町
幸 神 町
渡 町
美 保 町
竹 内 町
小 篠 津 町
中 野 町
財 ノ 木 町
佐賀県唐津市
中 野 町
清 水 町
上 道 町
――

幸 神 町
渡 町
外 江 町
大 正 町
誠 道 町
三 軒 屋 町
――

この広報紙は、共同募金配分金の一部を活用して発行しています。

（敬称略）

■「こだま」への香典返し芳名録掲載につきましては、寄付者ご本人の了解をいただいております。
　一般寄付、香典返しは、高齢者、児童、障がい者の福祉事業、ふれあい総合相談事業等、地域福祉活動を推進する上で貴重な財源として活
用させていただいております。なお、一般寄付、香典返しは、市社会福祉協議会（竹内町老人福祉センター東側）、または市役所（福祉課）
で取扱っています。

（敬称略）

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所
3.17
17
18
18
19
23
23
23
24
24
25
26
29
30
31
4. 1
2
6
9
9
12
13
13

100,000
100,000
30,000
50,000
10,000
30,000
30,000
30,000
50,000
30,000
50,000
30,000
30,000
20,000
30,000
30,000
30,000
30,000
20,000
30,000
30,000
100,000
30,000

中 居 秀 泰
岸 本 諒 二
⻆ 　 澄 子
中 嶋 　 裕
渡部より子
渡 部 和 子
木 村 雄 太
門 脇 國 子
松 下 房 子
松本たつゑ
寺 澤 　 章
加 納 文 雄
渡 邉 日 子
田 口 　 武
木村きくえ
岡 島 国 男
足 原 史 朗
平 井 ト ヨ
出 口 利 徳
田 中 信 子
野 間 正 彦
薮内千代子
福 田 芳 子

中 居 　 靖
岸本ミサヲ
⻆ 　 明
中 嶋 美 鈴
渡 部 公 男
渡 部 安 住
木 村 　 保
門 脇 繁 身
松 下 泰 治
松 本 　 洋
寺 澤 　 昇
加 納 許 子
渡 邉 克 己
田 口 真 治
木村太久寿
岡 島 和 枝
足 原 美 行
平 井 好 考
出 口 仁 詞
田 中 勝 治
野 間 　 巌
薮 内 　 明
福 田 文 栄

元 町
馬 場 崎 町
財 ノ 木 町
相 生 町
渡 町
渡 町
外 江 町
清 水 町
花 町
森 岡 町
中 野 町
米 川 町
渡 町
新 屋 町
中 野 町
米 川 町
美 保 町
渡 町
竹 内 町
米 川 町
清 水 町
外 江 町
中 野 町

　
新
日
本
海
新
聞
社
と
全
販
売
店
で
組
織
す
る
日
本

海
新
聞
を
発
展
さ
せ
る
会
よ
り
、
災
害
用
テ
ン
ト
二

張
と
炊
き
出
し
用
具
一
式
を
二
セ
ッ
ト
、
本
会
に
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
テ
ン
ト
と
炊
き
出
し
用
具
は
、
自
治
会
や
施

設
、
学
校
等
で
の
災
害
訓
練
な
ど
に
貸
し
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

災
害
用
テ
ン
ト
と

炊
き
出
し
用
具
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

災
害
用
テ
ン
ト
と

炊
き
出
し
用
具
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

市社会福祉協議会
開所時間の変更
　６月１日から、境港市社会福
祉協議会の開所時間は、つぎの
とおりとなります。

午前８時３０分

～

午後５時１５分


